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●	みんな仲良くしていくことが、

大切なことだと思いました。

●嫌なことをしたら、 ごめんなさい

と言うことがわかりました。

参加した児童の感想

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち 

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
～

　
昭
和
23
年
12
月
10
日
は
、
国
連
で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

　
宣
言
に
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権

利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
４
日
か
ら
10
日
は
、「
人
権
週
間
」
で
す
。
17
の
強
調
事
項
を
掲
げ
、
啓
発
活
動
を
展

開
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、「
思
い
や
り
の
心
」「
か
け
が
い
の
な
い
命
」
な
ど
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
「
こ
れ
は
人
権
問
題
か

な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

第
21
回
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

第
37
回
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

福
井
県
大
会
入
賞
者

萩
野
・
宮
崎
小
学
校
で
人
権
教
室

《
優
秀
賞
》

　「
彼
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」

　
　
畑
地
ほ
の
か 

さ
ん
（
朝
日
中
3
年
）

《
入　
選
》

　「
高
齢
者
へ
の
考
え
方
」

　
　
田
中　
結
菜 

さ
ん
（
宮
崎
中
3
年
）

　
人
権
教
室
は
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
相
手
を
思
い
や
る
心
を
体
得
し
、
命
の
大
切
さ
に
気
づ

く
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
啓
発
活
動
で
す
。

　

10
月
4
日
、
萩
野
小
学
校
で
、
人
権
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
1
年
生

か
ら
4
年
生
の
児
童
は
、
鈴
木
幸
一
氏
に
よ
る
人
形
劇
「
サ
ル
吉
と
愉

快
な
仲
間
た
ち
」
を
鑑
賞
し
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
に
は
、
宮
崎
小
学
校
で
、
1
～
3
年
生
の
児
童
が
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
紙
芝
居
「
ぐ
ら
ぐ
ら
も
り
の
お
ば
け
」「
ず
っ
と
と
も

だ
ち
で
い
た
い
か
ら
」
を
鑑
賞
し
、
人
権
擁
護
委
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
よ
り
相
手
を
思
い
や
る
心
な
ど
人
権
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
で
は
人
権
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
世
界
を

し
あ
わ
せ
に
」
を
児
童
み
ん
な
で
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
を
囲
み
な

が
ら
、
元
気
よ
く
合
唱
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先

　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室　
☎
３
４‒

８
７
１
５

《
最
優
秀
賞　
福
井
地
方
法
務
局
長
賞
》

　
田
島　
楓
可 

さ
ん
（
朝
日
小
5
年
）

《
入　
選
》

　
牧
田　
莉
央 

さ
ん
（
朝
日
小
5
年
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間12

月
10
日
～
16
日

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

つ
い
て
、
国
民
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
拉
致
問
題
は
、
わ
が
国
の
国
民
的
課
題

で
あ
り
、
こ
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課

題
と
さ
れ
、
関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

萩野小学校での人権教室

人権擁護委員から

児童へのメッセージ
● 	困っている人がいたら、「どうしたの」
と声をかけてください。

● 毎日、 楽しいことが一番。 相手の
気持ちを思いやってください。

● 	ごめんなさいとありがとうの言葉を
言える子どもになってください。

●友だちと仲良くしましょう。

宮崎小学校での人権教室

宮崎小学校では、人権に関する図書をおくなど、人権コーナーを設けて啓発活動に力をいれています。
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秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
桑

原
隆
幸
さ
ん
（
上
川
去
）
が
旭
日
単
光
章
を
、

畑
矢
茂
光
さ
ん
（
高
佐
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
桑
原
さ
ん
は
、
17
年
間
に
わ
た
り
農
業
委
員

と
し
て
農
地
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
や
解

消
、
新
規
就
農
者
の
育
成
指
導
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

畑
矢
さ
ん
は
、
37
年
間
に
わ
た
り
高
佐
地
区

の
港
に
設
置
さ
れ
た
防
波
堤
照
射
灯
の
監
視
協

力
員
を
務
め
ら
れ
、
船
舶
交
通
の
安
全
確
保
に

力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
・
褒
章
を
受
章

　
10
月
25
日
、
勝
山
市
民
会
館
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
功
労
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
町
か

ら
は
、
次
の
み
な
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
知
事
感
謝
状
表
彰

　
向
當　
み
つ
子　
さ
ん
（
宮
崎
地
区
）

　
向
當
さ
ん
は
、
60
歳
で
加
入
し
、
県
老
人
ク

ラ
ブ
女
性
委
員
長
と
し
て
、
県
下
17
市
町
の
女

性
部
長
を
取
り
ま
と
め
、
見
守
り
運
動
や
独
居

老
人
な
ど
の
訪
問
な
ど
先
頭
に
立
ち
、
友
愛
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
会
員
の
指
導

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
）

　
橋
谷　
博
司 

さ
ん
（
越
前
地
区
）

　
原　
　
榮
子 

さ
ん
（
宮
崎
地
区
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
宿
寿
会
（
越
前
地
区
）

第
44
回
福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

会
員
増
強
運
動
表
彰

　
天
宝
福
寿
会
（
朝
日
地
区
）

　
新
保
ク
ラ
ブ
・
高
砂
ク
ラ
ブ
（
越
前
地
区
）

　
四
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
（
織
田
地
区
）

　
南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
税

知
識
を
普
及
す
る
た
め
の
租
税
教
育
の
一
環
と

し
て
、「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」
を
募
集
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
、
武
生
税
務
署
管
内
の
18
の

中
学
校
か
ら
作
文
１
１
０
７
編
、
24
の
小
学

校
か
ら
ポ
ス
タ
ー
２
５
８
点
の
応
募
が
あ
り
、

作
文
の
部
で
は
、
木
下
万
由
さ
ん
（
朝
日
中
3

年
）
が
武
生
税
務
署
長
賞
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
で

は
駒
野
花
歩
さ
ん
（
織
田
小
6
年
）
が
同
じ
く

武
生
税
務
署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
の
を
は
じ

め
、
次
の
み
な
さ
ん
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
な
お
作
品
は
、
12
月
14
日
か
ら
22
日
ま
で
の

間
、越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

作
文
の
部

　
武
生
税
務
署
長
賞

　
　
木
下　
万
由 

さ
ん
（
朝
日
中
3
年
）

　
南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
中
山　
凌
茉 

さ
ん
（
朝
日
中
3
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部

　
武
生
税
務
署
長
賞

　
　
駒
野　
花
歩 

さ
ん

　
　
　
（
織
田
小
6
年
）

「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」
入
賞
者
発
表

　
北
陸
納
税
貯
蓄
組
合

　
総
連
合
会
長
賞

　
　
西
野　
陽
香 

さ
ん

　
　
　
（
朝
日
小
6
年
）

　
南
越
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
高
原　
沙
耶 

さ
ん

　
　
　
（
宮
崎
小
5
年
）

　
南
越
青
色
申
告
会
連
合
会
長
賞

　
　
中
山　
璃
子 

さ
ん

　
　
　
（
常
磐
小
6
年
）

　
公
益
社
団
法
人

　
南
越
法
人
会
長
賞

　
　
千
秋　
未
来 

さ
ん

　
　
　
（
朝
日
小
6
年
）

　
鯖
江
市
納
税
貯
蓄

　
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
荒
木　
美
玖 

さ
ん

　
　
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）

　

近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大

会
は
、
近
畿
・
東
海
・
北
陸
の
12
府
県
内
に
伝

承
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
民
俗
芸
能
を
公
開
し

て
、
そ
の
価
値
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
民
俗

芸
能
の
保
存
・
振
興
、
文
化
の
交
流
、
地
域
の

文
化
振
興
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
11
月
12
日
に
大
阪
府
の
貝
塚
市

民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
7
つ
の
民
俗
芸
能
が

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
は
、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
八
田
獅
子
舞
」（
八
田

区
）
が
選
ば
れ
て
出
演
し
ま
し
た
。

八
田
獅
子
舞
が
第
59
回
近
畿
・
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸
能
大
会
に
出
演
し
ま
し
た

　
10
月
29
日
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田
で
、
越
前
町

防
犯
隊
錬
成
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

10
年
以
上
無
事
故
勤
続
の
防
犯
隊
員
13
人
、

7
年
以
上
の
無
事
故
勤
続
の
防
犯
隊
員
19
人
、

8
人
の
優
良
隊
員
の
表
彰
と
、
長
年
に
わ
た
り

町
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
、
昨
年

防
犯
隊
錬
成
大
会

度
に
退
職
さ
れ
た
橋
本
実
隊
長
ほ
か
18
人
に
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
事
件
や
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
久
保
福
治 

防
犯
隊
長
を
中
心
に
、
越

前
町
防
犯
隊
は
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
17
日
、
福
井
県
生
活
学
習
館
で
、
福
井

県
交
通
安
全
県
民
大
会
が
行
わ
れ
、
越
前
町
交

通
指
導
員
の
冨
山
英
美
子
さ
ん
（
西
田
中
）、

古
川
ひ
と
み
さ
ん
（
織
田
）
が
交
通
安
全
功
労

者
等
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
冨
山
さ
ん
は
平
成
6
年
か
ら
、
古
川
さ
ん
は

平
成
9
年
か
ら
交
通
指
導
員
と
し
て
活
躍
し
、

保
育
所
や
小
中
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
や
毎

月
2
回
以
上
街
頭
指
導
を
行
う
な
ど
、地
域
で
の

交
通
安
全
活
動
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
功
労
者
等
知
事
表
彰
受
賞

　
11
月
10
日
、
越
前
町
役
場
別
館
で
、
町
内
郵

便
局
と「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」

の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
、
厨
郵

便
局
の
別
司
局
長
ら
町
内
の
郵
便
局
長
と
鯖
江

郵
便
局
の
布
野
局
長
が
出
席
し
、
内
藤
町
長
と

と
も
に
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
安

全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
災
害
発
生
時
の

相
互
の
協
力
を
は
じ
め
、
郵
便
局
の
普
段
の
業

務
の
中
で
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
異
変
、
道
路

の
異
状
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
際
の
情
報
提

供
に
も
協
力
す
る
内
容
に
な
り
ま
す
。

　
別
司
局
長
は
、「
地
域
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
機
動
力
を
最
大
限

に
活
か
し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
郵
便
局
と
「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た

▲協定書に署名した別司局長（左）と布野局長（右） ▲古川さん（左）と冨山さん（右）

▲感謝状を受賞した向當さん ▲桑原さん（左）と畑矢さん（右）

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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地
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可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 ○ × ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 × ○

プラスチック製容器包装 × ★

西田中・東内郡・内郡・朝日・上川去・春日・岩開・佐々生・宇田・気比庄・新庄・馬場・田中・田中団地・市・乙坂・栃川・宮の西団地・天王・
宝泉寺・金谷・青野・青野団地・茱原・小倉・小倉団地・葛野・野田・下糸生・脇・上糸生

朝　日　地　区
平成29年12月 平成30年1月

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

1
㈪

2
㈫

3
㈬

4
㈭

5
㈮

6
㈯

7
㈰

8
㈪

9
㈫

10
㈬

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○
不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶 × ○

ペットボトル・紙パック・蛍光灯 × ○

プラスチック製容器包装 × ★

町営住宅朝日団地・漆本・頭谷・境野・横山・牛越・野末・大畑・上野田団地・大谷寺・中野・大玉・清水・森・杖立・小川・真木・天谷

※可燃ごみの最終収集日は、朝日Ａ、Ｂ地区とも12月28日（木）です。1月4日（木）から通常収集します。
※不燃ごみの最終収集日は、朝日Ａ地区は12月27日（水）、朝日Ｂ地区は12月20日（水）です。
 　1月10日（水）から両地区ともに通常収集します。
※プラスチック製容器包装は、1月9日（火）、1月16日（火）に収集します。

織　田　地　区
平成29年12月 平成30年1月

25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

1
㈪

2
㈫

3
㈬

4
㈭

5
㈮

6
㈯

7
㈰

8
㈪

9
㈫

10
㈬

Ａ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○

不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○ ○

Ｂ
地
区

可 燃 ご み ○ ○ × ○ ○

不燃ごみ・空き缶・空き瓶・
ペットボトル・紙パック・
乾 電 池 類・ ス プ レ ー 缶

○

プラスチック製容器包装 ○ ○

※可燃ごみの最終収集日は、織田Ａ地区は、12月28日（木）、織田Ｂ地区は、12月29日（金）です。
　1月4日（木）から通常収集します。

自己搬入の場合
鯖江クリーンセンター　☎51–2310
年末特別搬入 12月29日（金）　午前8時30分～午後5時
 12月30日（土）　午前8時30分～ 11時30分まで受入れます。
※1月4日（木）から通常営業します。

し尿収集の申し込み
㈲ニュークリーン公社　☎34–5512
12月22日（金）までに申し込みがあれば、年内に収集します。
※1月5日（金）から通常営業します。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

注）○印は、通常収集日、×印は、収集休みの日、★印は、変更収集日です。

年末年始のごみ収集日程のお知らせ

※宮崎地区・越前地区は、各世帯に配布しているごみカレンダーをご覧ください。

　
10
月
21
日
、
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
で
、
第
32
回
織
田
信

長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
40
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
5
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男　
子

　
　
優　
勝　
ゆ
た
か
豊
球
（
鯖
江
市
）

　
　
準
優
勝　
春
江
神
聖
（
坂
井
市
）

　
　
3　
位　
朝
日
球
友
（
越
前
町
）

　
　
敢
闘
賞　
フ
レ
ン
ド
（
坂
井
市
）

　
10
月
18
日
、
町
営
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第
12
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
１
１
９
人
（
男
子
80
人
、
女
子
39
人
）
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男　
子

　
　
優　
勝　
小
松　
　
伝
（
宮
崎
）

　
　
準
優
勝　
髙
橋　
　
渡
（
朝
日
）

　
　
3　
位　
上
坂　
　
務
（
織
田
）

　
　
4　
位　
山
内　
　
満
（
宮
崎
）

　
　
5　
位　
藤
井　
賢
一
（
朝
日
）

　
女　
子

　
　
優　
勝　
山
田
百
合
子
（
朝
日
）

　
　
準
優
勝　
荒
木　
桂
子
（
朝
日
）

　
　
3　
位　
渡
辺
き
ぬ
枝
（
宮
崎
）

　
　
4　
位　
阿
蘇
谷
末
子
（
宮
崎
）

　
　
5　
位　
西
尾
よ
り
子
（
朝
日
）

第
32
回
織
田
信
長
公
顕
彰
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
12
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▲女子入賞のみなさん

▲男子入賞のみなさん

　
10
月
10
日
、あ
さ
が
お
保
育
園
年
長
組
の
園
児

21
人
が
、
稲
の
刈
り
取
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

園
児
ら
が
田
植
え
を
し
て
か
ら
約
４
か
月

が
経
ち
、
立
派
に
育
っ
た
稲
穂
を
、
福
井
精
米

株
式
会
社
の
従
業
員
の
み
な
さ
ん
や
田
ん
ぼ
を

ご
提
供
い
た
だ
い
た
来
田
建
治
さ
ん
（
岩
開
）

に
教
わ
り
な
が
ら
、
鎌
を
使
っ
て
刈
り
進
め
ま

し
た
。

　
11
月
10
日
に
は
、
保
育
園
で
餅
つ
き
を
体
験

し
ま
し
た
。「
よ
い
し
ょ
！
が
ん
ば
れ
！
」
と

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
園
児
た
ち
は
、
昔
な

が
ら
の
臼
と
杵
を
使
っ
て
、
み
ん
な
で
順
番
に

お
餅
を
つ
き
ま
し
た
。

　
福
井
精
米
株
式
会
社
の
樋
田
代
表
は
、「
餅
つ

　
11
月
11
日
・
12
日
、
町
営
朝
日
総
合
運
動
場

（
町
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
）
と
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、

第
18
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
男
子

22
チ
ー
ム
、
女
子
20
チ
ー
ム
、
約
８
０
０
人

の
選
手
が
参
加
し
公
式
戦
と
交
流
戦
で
全
力
プ

レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。　

　
公
式
戦
で
は
、
優
勝
を
目
指
し
福
井
県
チ
ー

ム
も
健
闘
し
ま
し
た
が
、
男
子
は
2
回
戦
で
強

豪
島
根
県
に
惜
敗
し
、
女
子
も
1
回
戦
で
岩
手

県
に
僅
差
で
敗
れ
上
位
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
13
年
間
多
く
の
協
力
員
の
支

援
の
も
と
開
か
れ
、
今
回
も
約
３
０
０
人
の

協
力
員
に
よ
る
運
営
で
全
国
か
ら
参
加
し
た
選

手
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

あ
さ
が
お
保
育
園　
稲
刈
り
・
餅
つ
き
体
験

第
18
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲雨にも負けず、白熱したプレーを見せてくれました

大
会
結
果

　
男
子　
優
勝　
島
根
県（
2
年
ぶ
り
5
回
目
）

　
女
子　
優
勝　
栃
木
県
（
初
優
勝
）

き
体
験
を
と
お
し
て
、
お
米
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

広報 えちぜん7 平成29年12月号

町からのお知らせ えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6平成29年12月号



　
本
来
食
べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ

れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
年
間
６
２
１
万
ト
ン

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
約
１
２
０
万
ト

ン
が
外
食
産
業
か
ら
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
飲
食
店
で
の
「
食
品
ロ
ス
」
削
減

に
向
け
て
、
自
身
の
食
事
の
適
正
量
を
知
り
、

食
べ
き
れ
る
と
思
う
量
を
注
文
し
、
自
己
責
任

を
前
提
に
食
べ
残
し
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

宴
会
5
箇
条

①
ま
ず
は
、
適
量
注
文

②
幹
事
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
く
食
べ
き
ろ

う
！
」
の
声
か
け

③
開
始
30
分
、
終
了
10
分
は
、
席
を
立
た
ず

に
し
っ
か
り
食
べ
る「
食
べ
き
り
タ
イ
ム
！
」

④
食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
、
仲
間
で
分
け
合

お
う

⑤
そ
れ
で
も
、
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
料
理

は
、
お
店
の
人
に
確
認
し
て
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

忘
年
会
・
新
年
会
は
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
き
ろ
う

食
べ
残
し
を
持
ち
帰
る
時
の
注
意
点

①
料
理
は
、
刺
身
な
ど
の
生
も
の
や
半
生
な

ど
過
熱
不
十
分
な
も
の
は
避
け
、
帰
宅
後

に
加
熱
が
可
能
な
も
の
に
し
、
食
べ
き
れ

る
量
を
考
え
て
、
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

②
料
理
は
、
手
を
清
潔
に
洗
っ
て
か
ら
、
清

潔
な
容
器
に
、
清
潔
な
箸
な
ど
を
使
っ
て

詰
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
早
く
冷
え
る
よ

う
に
水
分
は
で
き
る
だ
け
切
り
、
浅
い
容

器
に
小
分
け
し
ま
し
ょ
う
。

③
料
理
は
、
暖
か
い
と
こ
ろ
に
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
時
間
が
経
つ
と
、
食
中
毒
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
の
で
、
寄
り
道
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
帰
宅
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
場
合
は
、
持
ち
帰
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

⑤
持
ち
帰
っ
た
料
理
は
、
帰
宅
後
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑥
持
ち
帰
っ
た
料
理
は
、
中
心
部
ま
で
十
分

に
再
加
熱
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

⑦
持
ち
帰
っ
た
料
理
は
、
少
し
で
も
怪
し
い

と
思
っ
た
ら
、
口
に
入
れ
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　

年
末
を
迎
え
て
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り
、

ま
た
、
降
雪
や
路
面
の
凍
結
、
交
通
混
雑
な
ど

で
道
路
交
通
環
境
が
悪
化
す
る
な
ど
、
交
通
事

故
が
増
加
す
る
季
節
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交

通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
も
十
分
に
気
を
付
け
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
県
警
察
本
部
や
交
通
安
全
関
係
団

体
な
ど
の
み
な
さ
ん
が
県
内
の
交
差
点
な
ど
で

啓
発
活
動
や
街
頭
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
自
力
で
屋
根
な
ど
の
除
雪
が
困
難
で
、
作
業

を
業
者
に
依
頼
し
て
行
っ
た
場
合
、
補
助
金
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

高
齢
者（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）や
身
体
障

が
い
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
、
母
子
世
帯
で
、
自
力
で
屋
根
な
ど

の
除
雪
が
困
難
な
世
帯

　
※
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
限
り
ま
す
。

　
※
町
内
や
福
井
市
・
鯖
江
市
・
越
前
市
・
南
越
前

町
に
屋
根
雪
下
ろ
し
を
依
頼
で
き
る
二
親
等

以
内
の
親
族
が
い
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

支
援
内
容

　
・
住
宅
の
屋
根
雪
下
ろ
し
作
業

　
・
外
出
に
支
障
と
な
る
必
要
最
低
限
の
宅
地

の
除
雪
作
業

　
・
住
宅
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
除
雪
作
業

12
月
11
日
～
20
日
は
「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
」
で
す

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ
し
の
補
助
金
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先　
防
災
安
全
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
１

補
助
金
の
額

実
費
用
額
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
作
業

人
賃
金
は
１
時
間
あ
た
り
２
，５
０
０
円
、

一
冬
期
間
あ
た
り
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
平
成
30
年
に
行
わ
れ
る
「
第
8
回
福
井
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
は
、
第
18
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大

会
）の
プ
レ
大
会
と
位
置
づ
け
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
会
へ
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
大
会
の
概
要
な
ど
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、 

平
成
30
年
1
月
12
日
ま
で
に
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
在
学
中
の
人
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
利
用
し
て
い
る
人
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や

　
高
齢
や
障
が
い
、
児
童
発
達
障
害
な
ど
で
仕

事
や
通
学
、
普
段
の
生
活
の
中
で
困
っ
て
い
る

こ
と
を
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず

に
一
人
で
悩
ん
だ
り
、
不
安
に
な
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
、
福
祉
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し

た
。

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時

　
毎
月
第
2
木
曜
日　
午
後
1
時
～
4
時

場　
　
所

　
フ・ク
レ
ー
ル（
西
田
中
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
横
）

　
店
舗
内
で
受
付

相
談
担
当

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
、

越
前
町
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ざ
ん
か

の
ス
タ
ッ
フ

第
8
回
福
井
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
の
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

ふ
く
し
の
相
談
窓
口
「
と
い
と
い
と
い
」
を
開
設
し
ま
し
た

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
所
属
の
人
は
、
各
所
属
先

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

◦
越
前
町
身
体
障
害
者
協
会
の
会
員
は
、
協
会

へ
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

◦
そ
れ
以
外
の
人
は
、
平
成
30
年
1
月
9
日
㈫
ま

で
に
福
祉
課
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

相
談
料　
無
料

問
合
せ
先

　
社
会
福
祉
法
人
光
道
園　
☎
３
４‒

１
４
４
０

　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

男女共同参画・人権のとびら

　11月2日、朝日中学校で男女共同参画気づき事業が開かれました。今回は、野
の

条
じょう

泰
やす

永
ひさ

弁護士に「正しさというものさし」という授業をしていただきました。
　一人ひとりが異なる考えや感じ方を持つことを認め、ひとりで考えるだけでなく、
人と対話や議論をする中で、それぞれの考えを深めてもらうことを目的としています。
　参加した生徒からは、野条弁護士へ「なぜ弁護士を目指したのですか？」、「これまで
大変だった裁判は？」など興味深い質問がありました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

「正しさ」というものさしについて考える
～朝日中学校気づき事業～

Vol.17

▲野条弁護士による講義 ▲「正しさ」について考えよう

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
全

て
の
人
を
対
象
と
し
た
健
康
保
険
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
を
境
に
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た

国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保
険
、
共
済
な

ど
か
ら
自
動
的
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
例
外
的
に
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
人
で
、
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
人
が
障
害
認

定
の
申
請
を
す
る
と
、
随
時
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
障
害
認
定
の
申
請
を
ご
希
望
の
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
や
地
方
税

法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
今
年
の
1
月
か

ら
12
月
中
に
納
め
た
保
険
料
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
し
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を

行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

で
す
。

　
こ
の
た
め
、
1
月
か
ら
9
月
ま
で
に
国
民
年

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

障
害
認
定
の
申
請
が
で
き
る
人
と
は

⃝

障
害
年
金
の
1
級
ま
た
は
2
級
を
受
給
し
て

い
る
人

⃝

身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
か
ら
3
級
ま
た
は

4
級
を
お
持
ち
の
一
部
の
人

⃝

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
1
級
ま
た
は

2
級
を
お
持
ち
の
人

⃝

療
育
手
帳
の
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
2
を
お
持
ち

の
人

問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後

は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
の
で
、
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

特
定
外
来
生
物
「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
と
は　

　
も
と
も
と
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
国
内
に
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
で
は
全
国
に
生
息
し
て

い
ま
す
。
原
因
は
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸
入
さ
れ

た
個
体
の
逃
亡
や
放
棄
が
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
、
平
成
7
年
に
人
慣
れ
し
た
雄

1
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
こ
と
が
最
初
の
記
録
と
し

て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
に
は
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、

県
で
は
平
成
21
年
に
、「
福
井
県
ア
ラ
イ
グ
マ
防

除
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
県
と
市
町
が
主
体

と
な
っ
て
ア
ラ
イ
グ
マ
の
防
除
を
本
格
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
危
険
性

　
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
に
よ
る

幼
虫
移
行
症
・
狂
犬
病
と
い
っ
た
、
人
間
に
も

感
染
す
る
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
糞
尿
や
血
液
、
唾
液
、
ま

冬
季
間
の
運
行

　
冬
季
間
は
、
積
雪
の
た
め
バ
ス
の
発
着
時
刻

の
遅
れ
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
利
用
さ
れ
る

み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
区
間
は
、

積
雪
の
場
合
は
通
行
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
昨
年

同
様
迂
回
し
て
運
行
し

ま
す
。特

定
外
来
生
物
「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
の
被
害
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ

た
、
ダ
ニ
な
ど
の
寄
生
虫
に
は
、
危
険
な
病
原

体
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者

　
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者
は
、
専
門
的
な
講

習
を
受
け
、
町
か
ら
従
事
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
ま
す
。
捕
獲
従
事
者
は
、「
は
こ
わ
な
」
と

い
う
捕
獲
用
の
檻
で
ア
ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
す
る

事
が
で
き
ま
す
。

捕
獲
に
ご
協
力
を

　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
農
業
被
害
、生
活
環
境
被
害
な
ど
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

迂
回
す
る
区
間

　
宮
崎
地
区
巡
回
ル
ー
ト
の
蚊
谷
寺
～
蟬
口
区
間

※
バ
ス
停
に
よ
っ
て
は
、
10
分
程
度
遅
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
運
行

12
月
29
日
㈮
か
ら
1
月
3
日
㈬
ま
で
の
期
間

は
、全
便
運
休
し
ま
す
。1
月
4
日
㈭
か
ら
は
、

通
常
運
行
し
ま
す
。

※
こ
の
期
間
は
、
デ
マ
ン
ド
便
の
予
約
も
受

付
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

雪への備えは万全ですか？ 12月1日から7日までは、「雪に備える週間」です。
冬を迎えるにあたってのルールやマナーを守り、安全・安心な冬を過ごしましょう。

※今月号折込のチラシも
　あわせてご覧ください。

これから寒くなるにつれ、凍結により水が出なくなったり、
水道メータや給水管が破損するおそれがありますので、次のことに注意しましょう。

冬季の上下水道料金のお知らせ
　冬季は積雪のため、水道メータの検針ができない場合があります。検針ができなかった月の上下水道料金は、最
後に検針した月の料金の9割を概算で請求し、その後検針した月で精算します。
　また、概算請求の期間は、検針のお知らせ票が発行されません。料金は、口座振替の人は記帳で、口座振替以外
の人は、納付書でご確認ください。

・車のタイヤは、冬用のものに必ず交換しましょ
う。交換前には、タイヤの磨耗の度合いも確認
しましょう。

・耐寒用品などを含めた非常持ち出し品を準備し
ておきましょう。

・路上駐車は、除雪作業を妨げるだけでなく、緊
急車両の通行の妨げにもなるため、絶対にしな
いでください。

・町道沿いの木や竹が折れたり、雪の重さで垂れ
下がり、道をふさいで通行
ができないことがあります。

　土地の所有者は、冬に備え
てあらかじめ剪定や伐採を
お願いします。

・蛇口や水道メータの周りに保温材や布などを巻
いて保温する。

・水道メータの周りを除雪する。

 凍結したところにタオルをかぶせ、その上から
ゆっくりとぬるま湯をかけて溶かします。直接熱
湯をかけると破損することがありますのでご注意
ください。

・夜間に水を出しっぱなしにしない。

・融雪には水道水を絶対使用しない。

・空き家や冬季に使用しない小屋など、蛇口の閉
め忘れがないよう点検する。

　水道メータボックス内の止水栓を閉めて水を止
めます。そして、破裂した部分に布やテープを巻
いて応急処置をしてから、上下水道課と指定工事
業者へ連絡してください。

・寒い屋外で雪かきをするときは、健康管理に十
分注意しましょう。

・降積雪時は、マイカーの利用をなるべく控え、
公共交通機関を利用しましょう。

・道路への雪の投げ捨ては、止めましょう。

・小型除雪機による事故や屋根の雪下ろしによる
転落などには十分注意しましょう。

・生活道路や歩道、バス停、消火栓、防火水槽、
用水路付近も地域ぐるみで雪かきをしましょう。

問合せ先　建設課　☎34‒8703

問合せ先　上下水道課　☎34‒8707

雪対策で快適な冬を

冬季の水道使用の注意点

冬の準備はお済みですか？

雪が降るまでに

凍結防止のために

凍結により水が出ないときは

水不足防止のために

水道管が破裂したときは

雪が降ったら

広報 えちぜん 10平成29年12月号広報 えちぜん11 平成29年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



このコーナーでは、町内事業所に勤める若者を紹介します。
インタビューの様子は、動画でもご覧いただけます。

越前町営朝日総合運動場（町立ホッケー場）
福井県立ホッケー場
平成30年10月4日㈭～ 10月8日㈪

■
「
お
客
様
第
一
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
が
ん
ば
っ
て
ま
す
！

　
生
ま
れ
育
っ
た
越
前
町
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
大
木
さ
ん
は
、
就
職
活

動
の
時
に
地
域
密
着
型
の
職
場
、越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
夢
が
か
な
い
、
就
職
し
て
5
年
。
現
在
は
、
共
済
（
保
険
）
の
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
元
気
で
明
る
く
声
が
大
き
く
、
初
対
面
の
人
と
仲
良
く
な
る

の
が
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
、
毎
日
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
や
窓
口
に
来
ら
れ

る
お
客
様
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
大
木
さ
ん
は
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
や
お
客
様
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

職
員
を
目
指
し
て
い
て
、
相
手
の
事
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
行
動
し
て
い
る
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。色
々
な
お
客
様
が
い
る
の
で
、大
変
な
こ
と
も
多
い
け
ど
、

充
実
し
て
楽
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
大
木
さ
ん
、
職
場
の
先
輩
に
悩

み
な
ど
を
相
談
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
越
前
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
空
気
が
良
く
、
食
べ
物

が
お
い
し
い
と
こ
ろ
。
休
み
の
日
は
、
友
達
と
旅
行
や
温
泉
巡
り
を
し
た
り
、

大
好
き
な
野
球
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
に
向
け
て
一
言

　
社
会
人
に
な
っ
て
実
感
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
で
す
。
で
も
、
そ
の
分
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ど
ん
な
こ

と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

越前丹生農業協同組合　織田支店

大 木  禎 貴さん
（24歳　萩野の里区）

輝いてます！

働く若者

Shining
working youth

第3回

　
み
な
さ
ん
は
、
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
女
優
勝
大
会
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
指
導
者
と
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

親
し
み
、
地
域
で
活
躍
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
こ
の
大

会
に
、
Ｕ‒

19
男
子
の
部
県
代
表
と
し
て
Ｍマ

ケ

ン

ザ

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
！！
と
い
う
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
籔
内
智
基
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

籔
内
さ
ん
の
ご
家
族
は
、
ご
両
親
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
お

兄
さ
ん
と
弟
さ
ん
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経
験
者
や
現
役
選
手
で
す
。
そ
の
環
境
の
中

で
、
中
学
校
か
ら
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
、
進
学
先
の
丹
生
高
校
で
も
バ
レ
ー
を
続

け
た
彼
は
、
県
大
会
で
ベ
ス
ト
4
な
ど
の
丹
生
高
校
バ
レ
ー
部
躍
進
の
原
動
力
と

な
り
活
躍
し
ま
し
た
。
社
会
人
で
も
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
ス
ポ
ー

ツ
を
続
け
る
中
、
も
っ
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
県

内
で
も
強
豪
ク
ラ
ブ
の
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ａ
！！
へ
の
加
入
を
決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

籔
内
さ
ん
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
を
聞
く
と
、「
チ
ー
ム
競
技
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
団
結
力
を
磨
け
る
こ
と
に
あ
る
」
そ
う
で
す
。
ま
た
、「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
」、
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

取
材
を
さ
せ
て
も
ら
う
中
で
の
籔
内
さ
ん
は
、
穏
や
か
な
青
年
と
い
う
印
象
で

し
た
が
、
最
後
に
次
の
目
標
は
と
尋
ね
た
と
き
に
「
天
皇
杯
で
す
」
と
話
す
彼
か

ら
は
、
内
な
る
闘
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
籔
内
さ
ん
の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。

MAKENZA ! ! 所属

小曽原区　籔 内  智 基さん
（バレーボール）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

　
「
働
い
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
み
な
さ
ん

の
は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
を
講
師
に
迎

え
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
、

具
体
的
な
働
き
方
を
県
内
企
業
と
直
接
話
が
で

き
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
　
時

　
12
月
5
日
㈫

　
　
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
1
時
30
分
～
2
時

　
　
相
談
会　
午
後
2
時
～
4
時

「
ち
ょ
こ
っ
と
働
く
！？
相
談
会
」
の
ご
案
内

場　
　
所

　
越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー（
越
前
市
府
中
）

入
場
料

　
無
料

※
服
装
自
由
。

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
ふ
く
い
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
☎
０
７
７
６‒

３
２‒

４
５
６
０

　
町
と
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が
、
官
民
協

働
の
協
定
を
結
び
、
共
同
で
製
作
し
た
「
越
前

町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」が
今
月
発
刊
さ
れ
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
便
利
帳
は
、
役
場
で
の
各
種
手
続

き
の
説
明
や
災
害
な
ど
の
非
常
時
に
役
立
つ
情

報
、
医
療
機
関
の
一
覧
、
暮
ら
し
の
豆
知
識
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
情
報
以
外
に
も
、
観
光
施
設
や

イ
ベ
ン
ト
、
特
産
品
の
紹
介
や
、
町
内
事
業
所

の
広
告
も
掲
載
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
町
外
の
人
に
も
越
前
町
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
情
報
発
信
が
で
き
る
一
冊
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
各
世
帯
に
１
冊

を
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
置
い

て
い
た
だ
き
、
日
々
の
生
活
の
情
報
源
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
越
前
町　
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
発
刊
し
ま
す

　
な
お
、
各
世
帯
へ
の
配
布
は
、
配
送
業
者
が

直
接
行
い
ま
す
。
今
月
中
に
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※「
越
前
町
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

A word from the international arena...

Vol.131
国際交流室から一言

福岡県みやま市へ町内小学生が行ってきました

問合せ先　国際交流室　☎34‒8713

　11月3日から11月5日まで、町内の小学校から16人の児童が、
福岡県みやま市を訪問し、みやま市の児童と交流活動を行いました。
　この交流は、「幸若舞」の縁で福岡県みやま市（旧瀬高町）と本町（旧
朝日町）が姉妹縁組を結んだことをきっかけに、お互いの町の小学
生が毎年相互の訪問交流を行っているものです。
　現地に到着すると、みやま市の関係者に出迎えていただき、早速み
やま市の小学生との対面式が行われました。式では、両市町の児童は、
共に緊張した表情でしたが、その後の交流ゲームや翌日のウォークラ
リーなどでの交流で一緒の時間を過ごすにつれ、お互いに打ち解け
仲良くなり、楽しい思い出を作ることができました。ウォークラリー
の後には、みやま市団長のギター演奏に合わせて、両市町の児童が一
緒に歌を歌いました。また、交流団は、滞在中にみやま市の文化祭で、
「幸若舞」を鑑賞することができました。
　最終日には、JR 瀬高駅でのお別れに、短い期間でしたが共に過ご
したみやま市の友達から、別れを惜しみながら見送りをしていただ
き、来年1月に越前町で再会する約束をしました。
　来年1月には、みやま市の児童が冬の体験のために越前町を訪れま
す。今度は、みやま市への交流に参加した町の児童が、ホスト役となっ
てみやま市の友達を迎え、友情を深める予定です。

▲ウォークラリーの様子

▲全員で「翼をください」を歌いました
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消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866
朝の誓い社の運命を左右する	 冨田コズヱ
あなどれぬ予感の勘はよく当たる	 渡辺　照子川 柳

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  10月16日～11月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　 管　 課

平成29年度 細野地区農業用用排水施設整備工事 細 野 4,719,600 堀建設㈱ 農 林 水 産 課

平成29年度 越前岬線歩道改修工事 梨子ヶ平 2,883,600 ㈱四ヶ浦建設 商 工 観 光 課

平成29年度 白山ビューポイント整備工事 大 谷 寺・
笈 松 2,548,800 マルヨサイン

ファクト 商 工 観 光 課

平成28年度 （繰） 町道沖田・笈松線道路改良工事（その５） 入 尾 2,430,000 ㈱伊部建設 建 設 課

平成29年度 町道栃川線消雪施設整備事業
　　　　　  機械・電気設備工事 天 王 18,144,000 ㈲細川電工 建 設 課

平成29年度 さざんか団地Ｂ棟改修工事 西 田 中 30,132,000 ㈱松田工務店 定 住 促 進 課

平成29年度 朝日小学校施設補償工事測量設計業務委託 天 王 2,970,000 ㈱サンワコン 学 校 教 育 課

冬季の火災に要注意！

　寒さが増し暖房器具を使う機会が多くなる冬、誤った暖房器具の取扱いが火災の
原因になることがあります。今回は、暖房器具の中で最も火災件数の多いストーブや
ファンヒーターの取扱いで、注意すべき4つのポイントを再確認しましょう。

❶ 	暖房器具の近くに洗濯物を干さない
	 洗濯物が乾いて軽くなるとストーブの上に落下
して、火災になる恐れがあります。

❷ 	暖房器具の周りを整理整頓し、
	 燃えやすい物を近くに置かない
	 ファンヒーターの温風吹き出し口前面に、燃え
やすい物やスプレー缶等など置いたまま点火す
ると、置いた物が過熱されて、火災になる恐れ
があります。

　冬は空気も乾燥していて、火災が発生しやすい
季節です。普段から何気なく使用している暖房器
具ですが、「火気を取り扱っている」という認識を
持って使用することが大切です。暖房器具を安全
に使用して、寒い冬を快適に過ごしましょう。

❸ 	就寝時には暖房器具を消す
	 使用しないときはコンセントからプラグを抜く
	 寝ている間に消し忘れたスト－ブやファンヒー
ターに寝具が触れて、火災になる恐れがあります。

❹ 	給油時は必ず消火する
	 給油タンクはキャップを確実に閉める
	 点火したまま給油すると、キャップが外れて本
体に灯油がかかり、火災になる恐れがあります。

　	消防をかたる不審な電話に注意
　消防をかたり、住所や世帯の状況などの個人情
報を訪ねる電話があったとの相談が消防署に寄せ
られています。消防署では基本的に、電話で個人
情報をお尋ねすることはありませんので、少しで
も不審に思ったら消防署にご連絡ください。

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
必
ず
届
出
を

　
固
定
資
産
税
の
課
税
基
準
日
は
、
毎
年
1
月

1
日
で
す
。
12
月
31
日
ま
で
に
課
税
対
象
の
建

物
を
取
り
壊
し
て
も
、
滅
失
登
記
を
行
わ
な
い

と
来
年
度
の
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
滅
失
登
記
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
、
滅
失
届
を
提
出
す
る
こ
と
で
課
税
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
滅
失
届
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

償
却
資
産
の
申
告
は
1
月
19
日
ま
で

　
昨
年
度
に
申
告
が
あ
っ
た
事
業
者
に
向
け
て
、

今
月
中
旬
に
償
却
資
産
申
告
書
と
申
告
の
手
引

固
定
資
産
税
の
届
出
・
申
請
を
お
願
い
し
ま
すき

を
郵
送
し
ま
す
。
新
し
く
申
告
す
る
人
や
対

象
資
産
を
お
持
ち
の
人
で
申
告
書
が
届
か
な
い

場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
告
期

限
は
、
平
成
30
年
1
月
19
日
㈮
で
す
の
で
、
期

限
を
守
っ
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申

告
書
に
よ
る
申
告
の
ほ
か
、
電
子
申
告
（
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
届
出
、
申
請
は
、
税
務
課
ま
た
は
宮
崎
・
越

前・織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

　
財
布
や
カ
バ
ン
の
中
に
「
越
前
町
de
買
オ
ッ

サ
券
」（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
）
が
残
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
期
限
が
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
越
前
町
de
買
オ
ッ
サ
券
」
の
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

企
画
展
覧
会
の
会
期
延
長
の
お
知
ら
せ

　
好
評
開
催
中
の
雨
田
光
平
記
念
館
企
画
展
覧

会
「
越
前
町
の
日
展
作
家　

陶
四
人
展
」
は
、

越
前
焼
を
含
め
た
六
古
窯
の
日
本
遺
産
認
定
と
、

日
本
六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
の
越
前
陶
芸
村
で
の
開

催
を
記
念
し
て
、
会
期
を
延
長
し
ま
す
。

「
越
前
町
の
日
展
作
家　
陶
四
人
展
」

会　
　
期　
開
催
中
～
12
月
17
日
㈰

時　
　
間　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
、
午
後
4
時
半
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日

観
覧
料　
１
０
０
円

中
学
生
以
下
70
歳
以
上
の
人
は
、

年
齢
の
わ
か
る
も
の
ご
提
示
の

上
、
受
付
で
申
し
出
て
い
た
だ
く

と
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

　「
陶
四
人
展
」に
あ
わ
せ
て
開
か
れ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
は
、
越
前
町
公
式
動
画

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

展
示
替
休
館
の
お
知
ら
せ

　
雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、
展
示
替
作
業
の
た

め
、
次
の
期
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間

　
12
月
18
日
㈪
～
1
月
4
日
㈭

※
12
月
28
日
㈭
か
ら
1
月
4
日
㈭
は
、
年
末

年
始
休
館
の
た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
に
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

雨
田
光
平
記
念
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

使
用
期
限　
12
月
31
日
㈰

問
合
せ
先　
越
前
町
商
工
会

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

０
８
０
０

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

休
館
中
問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８
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大雪の予感早めに下準備	 武藤　久子
あと少し寿命があると予感する	 山内　千代川 柳 お互いに耳傾けながら生きてゆく	 山田千栄子

母として惜しまぬ愛を誓った日	 松村　典子川 柳

12月の休館日　4・11・18・25・28〜 31日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　12月のイベント情報

今月の陶と「　　」と花のテーマは…

「消しゴムはんこを作ろう」
　凛とした立ち姿と薫り高さ。
　「越前水仙」は日本の三大水仙群生
地の一つとして選ばれている越前町、
そして福井県が誇る冬の花です。その
水仙とともに福井県を代表する「越前
焼」。越前焼の花器に水仙を活けるこ
の展示会は、越前焼と水仙の素朴な中
にもお互いの秘める想いが溢れ芳香漂
う、華やかな展示会です。

　消しゴムをカッターで彫ってはんこをつくり
ます。自分だけのオリジナルのデザインでクリ
スマスカードや年賀状にポン !と押してみてはど
うでしょう。カラフルなインクもあるからポン！
ポン！しよう！（簡単な図案もご用意しています）

会　期　12月15日（金）〜27日（水）
　　　　※期間中休館日：18日・25日
時　間　午前9時〜午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ホール
入場料　無料

日　時　12月17日（日）　午後1時30分〜
　　　　（事前の予約が必要です）
参加費　700円
ご用意いただくものはありませんので、気軽に
手ぶらでいらしてください。

【展示作品はご購入いただけます】

水仙と越前花器の
甘いささやき展2017

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

　
や
さ
し
い
灯
り
と
ス
テ
キ
な
音
楽
。
ち
ょ
っ
と

大
人
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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施　　設　　名
平成29年12月 平成30年1月

電話番号25
㈪

26
㈫

27
㈬

28
㈭

29
㈮

30
㈯

31
㈰

1
㈪

2
㈫

3
㈬

4
㈭

朝
日
地
区

福井総合植物園プラントピア ○ × ○ × × × × × × × ○ 34–1120
道の駅「パークイン丹生ヶ丘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 34–2850
越前町老人福祉センター「幸若苑」 ○ ○ ○ × × × × × × × × 34–2095
糸 生 温 泉「泰 澄 の 杜」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34–2322
越前町ふるさと特産加工場 ○ × ○ × × × × × × × ○ 34–0637

宮
崎
地
区

越 前 陶 芸 村 文 化 交 流 会 館 × ○ ○ × × × × × × × × 32–3200
福 井 県 陶 芸 館 × ○ ○ × × × × × × × × 32–2174
越 前 焼 の 館 ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ 32–2199
越 前 古 窯 博 物 館 × ○ ○ × × × × × × × × 32–3262
花 み ず き 温 泉「若 竹 荘」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 32–2753
お も い で な フ ァ ー ム ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前9時～

正午 × × × × 32–3545
越前町老人憩いの家「陶寿園」 × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ 32–3105

越
前
地
区

道 の 駅 「 越 前 」 ○ × ○ ○ ○ ○ 午後5時まで ○
37–2360越 前 温 泉 露 天 風 呂「漁 火」 ○ × ○ ○ ○ ○ 午前11時～午後5時 ○

ア ク テ ィ ブ ハ ウ ス 越 前 ○ × ○ × × × × × × × ○
越 前 が に ミ ュ ー ジ ア ム ○ × ○ ○ ○ ○ 午前10時～午後4時 ○ 37–2626
越 前 う お い ち ○ × ○ ○ ○ ○ 午前9時～

午後3時 × × ○ ○ 37–2500
越 前 温 泉「な ぎ さ の 湯」 ○ × ○ ○ ○ ○ × × × 午後1時～

午後8時 ○ 37–0637
越 前 温 泉「道 の 湯」 × ○ ○ 午後1時～午後8時 × × × × 午後1時～

午後8時 ○ 37–2260
越前温泉露天風呂「日本海」 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前10時～午後9時 × 39–1126
越 前 岬 水 仙 ラ ン ド 水仙ランド内「水仙の館」のみ休館 37–2501
ガ レ ッ ト カ フ ェ Ｈ Ａ Ｚ Ｅ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 37–1112
水 仙 荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37–1585

織
田
地
区

織 田 文 化 歴 史 館 × ○ ○ × × × × × × × × 36–2288
雨 田 光 平 記 念 館 × × × × × × × × × × × 36–2666
オ タ イ コ ･ ヒ ル ズ × ○ ○ ○ × × × × × × ○ 36–2061
悠 久 ロ マ ン の 杜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36–2050

※あくまでも予定ですので、変更する場合があります。　※詳しくは、各施設へお問合せください。

年末年始の施設営業日のお知らせ

　
町
と
福
井
県
で
は
、
福
井
国
体
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
北
陸
新
幹
線
県
内
延
伸
に
向
け
て

増
加
す
る
県
外
や
海
外
か
ら
の
観
光
客
な
ど
の

消
費
喚
起
を
図
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
・
電
子
マ
ネ
ー
決
済
端
末
機
の
整
備
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

補
助
対
象
者

常
時
雇
用
従
業
員
5
人
以
下

（
宿
泊
業
は
20
人
以
下
）
の
事
業
者

対
象
業
種

各
種
商
品
小
売
業
、
飲
食
業
、
宿
泊
業
な
ど

の
個
店

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
2（
8
万
円
を
上
限
）

　
※
県
3
分
の
1
、
町
3
分
の
1

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
決
済
端
末
の
導
入
を
支
援
し
ま
す

補
助
対
象
経
費

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
電
子
マ
ネ
ー
決
済
端

末
を
新
し
く
購
入
す
る
た
め
の
費
用

◦
Ｉ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
端
末
本
体

◦
電
子
マ
ネ
ー
決
済
用
の
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

◦
暗
証
番
号
入
力
用
の
キ
ー
パ
ッ
ド

※
通
信
回
線
整
備
、
Ｉ
Ｃ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
の
基
本
料
、
保
守
経
費
、
支
払
い
の

振
込
手
数
料
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
要
件

端
末
機
は
、
次
の
機
能
を
全
て
備
え
た
新
品

に
限
り
ま
す
。

◦
最
低
1
社
以
上
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

が
で
き
る
こ
と

◦
最
低
1
社
以
上
交
通
系
の
電
子
マ
ネ
ー
決
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き
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こ
と
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ふ
る
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と
県
民
カ
ー
ド
「
Ｊ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ａ
」
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Ｑ
Ｕ
Ｉ
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で
き
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こ
と

問
合
せ
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商
工
観
光
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☎
３
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７
２
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▲去年の様子

　
町
で
は
、
迅
速
に
防
災
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
を
町

内
の
世
帯
・
事
業
所
に
無
償
で
設
置
し
て
い
ま

す
。

設
置
で
き
る
世
帯
・
事
業
所

◦
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
（
1
戸
）

に
1
台

◦
事
業
所
等
を
所
有
し
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
1
事
業
所
に
1
台
（
住
宅
兼
事
業
所
を

除
き
ま
す
）

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

戸
別
受
信
機
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

災
害
等
に
備
え
、
情
報
を
得
る
た
め
の
手
段
と

し
て
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

　
水
仙
の
見
ご
ろ
を
迎
え
る
12
月
か
ら
1
月
に
、

「
第
43
回
水
仙
ま
つ
り
」
が
、
越
前
町
、
南
越

前
町
、
福
井
市
で
開
か
れ
、
越
前
町
で
は
、
12

月
16
日
㈯
、
17
日
㈰
に
「
水
仙・カ
ニ
フ
ェ
ア
」

が
開
か
れ
ま
す
。

第
43
回
水
仙
ま
つ
り
開
催

　

水
仙
娘
の
手
渡
し
に
よ
る
越
前
水
仙
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
、
越
前
が
に
な
ど
の
地
元
特
産
品
の

販
売
が
行
わ
れ
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
楽
し
い
企
画
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
12
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

場　
　
所　
道
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駅
「
越
前
」
駐
車
場
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・
水
仙
プ
レ
ゼ
ン
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・
特
産
品
販
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・
ビ
ン
ゴ
大
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・
も
ち
つ
き
実
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炭
火
焼
コ
ー
ナ
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ど

問
合
せ
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越
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会
（
越
前
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連
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内
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☎
３
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１
２
３
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日　
　
時
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月
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土
・
祝
）　
午
後
6
時
開
演

場　
　
所

　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

出　
　
演

　
ジ
ャ
ズ　
白
井
淳
夫
＆
武
田
幸
夫
ク
イ
ン
テ
ッ
ト

　
ピ
ア
ノ
と
歌　
華か

歌か

参
加
費

　
無
料

　

  （
ド
リ
ン
ク
１
０
０
円
、

　
　
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
５
０
０
円
）

問
合
せ
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宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会

　
☎
３
２‒

７
７
１
０

広報 えちぜん 16平成29年12月号広報 えちぜん17 平成29年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせみんな集まれ



問合せ先　町立図書館　☎34–0395
　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712
　　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　織 田 分 館　☎36–2288

第12回越前町図書館本の帯コンクール優秀賞受賞者
図書館だよ

り

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第29回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

幸背負い西に傾く陽に感謝	 向当みつ子
若者の思想傾くテロ多発	 原　　榮子川 柳 誓い合った言葉今では過去となる	 山谷　ゆり

傾斜する夕日野良着が追いかける	 司辻　文子川 柳 広報 えちぜん 18平成29年12月号広報 えちぜん19 平成29年12月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ
つるかめ体操教室とは
　各集落センター単位で※介護予防サポーターを中
心に実施している体操教室です。地域によって体操
の他にレクリエーションなどを行い、楽しみながら
体を動かしている教室です。

※介護予防サポーターとは、体操教室のボランティアです。

　つるかめ体操教室では体操以外にも、出前講座として口腔
教室や栄養教室・健康教室・レクリエーション教室なども行っ
ています。

　今回は、樫津地区で行ったレクリエーション教室をご紹介
します。今回の教室では宇野相談員さん（越前町社会福祉協
議会在宅介護支援センター）をお呼びし、足で輪っかを渡し
ていくリレーや風船をチームで協力して浮きあげるレクリ
エーションをして、楽しみながら体を動かしました。

問合せ先　地域包括支援センター　☎34–8729

20代後半以降から増える子宮頸がん

初期には自覚症状が
ほとんどない

20歳以上は2年に1回、
子宮頸がん検診を受けましょう

　子宮頸がんは、感染から発
症まで、平均5 ～ 10年かかり、
早期には自覚症状がないため、
異常を感じてから発見されると
手遅れの場合があります。早期
のうちに治療すれば、90％以上が治癒します。
　進行すると、子宮摘出手術が必要となること
もありますが、早期のうちは、子宮を摘出せず
に治療できるため、妊娠・出産も可能となります。

子宮頸がん検診ってどんな検査？
　医師による診察と細胞診をします。検査時間は5分程度
で、痛みはほとんどありません。
　綿棒などで子宮の入り口を軽くこすって
細胞を採ります。
　採取した細胞を顕微鏡で観察し、異形の
細胞がないかを確認します。
　気になる症状がある場合には、検診を待
たずに医療機関を早期に受診しましょう。 

HPVウイルスの
感染が原因

がん検診　愛する家族への　贈り物　今月は、「子宮頸がん」です。
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※一定期間に発生する新規患者の比率

　子宮頸がんの多くは、HPV（ヒューマンパ
ピローマウイルス）の感染がきっかけとなり
ます。
　このウイルスは、一度でも性交渉の経験があ
れば感染している可能性があります。感染は一
過性ですが、ごく一部の人は感染が持続し、長
い時間をかけてがんになっていきます。他のが
んは、40代以降にかかる人が多くなりますが、
子宮頸がんは、20代から増加しています。

若い人こそ
検診を受けて
ほしい！

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
12月 3 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
12月10日㈰ 織田病院 ☎36–1000
12月17日㈰ 織田病院 ☎36–1000
12月23日㈯ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
12月24日㈰ 両林医院 ☎37–0005
12月29日㈮ 藤田医院 ☎34–0044
12月30日㈯ 藤田医院 ☎34–0044
12月31日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♠3歳児健診
12月14日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♦介護おはなし会
12月21日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
12月 5 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター
12月12日㈫ 社会福祉センター
12月19日㈫ 越前地域福祉センター
12月26日㈫ 織田コミュニティセンター

♥子どもの相談会（予約制）
12月12日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♠離乳食教室・後期（予約制）
12月 7 日㈭ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
12月26日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 役場別館

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん
12月 5 日㈫ 午前 9 時～ 11時 サンライズ織田 ● ● ●

12月17日㈰ 午前 8 時～ 11時 越前町生涯学習センター ● ● ● ●
午前 9 時～ 10時 ●

※肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）

　町内の小学3年生から中学2年生まで募集したところ、986点の応募がありました。
　審査の結果、次のみなさんが優秀賞に選ばれました。

【小学校3年生の部】
内田　琴子（宮 崎 小）
鈴木　花梨（宮 崎 小）
横田　実音（宮 崎 小）
駒野　心優（織 田 小）
増永　翔愛（織 田 小）
森川　　花（織 田 小）

【中学校1年生の部】
山田　峻太（宮 崎 中）
荒川　華美（越 前 中）
泉　かなえ（越 前 中）
八田　　結（越 前 中）
木村　心音（織 田 中）

【小学校5年生の部】
髙松　将真（朝 日 小）
丹羽　勇帆（朝 日 小）
田中　知夏（朝 日 小）
川口　一希（糸 生 小）
堂前　優生（宮 崎 小）
畑　　夏希（城 崎 小）

【小学校4年生の部】
高野　弘大（朝 日 小）
安原　日彩（糸 生 小）
村田　木綿（宮 崎 小）
西藤　千紘（四ケ浦小）
田中　鈴乃（織 田 小）
佐々木大悟（萩 野 小）

【中学校2年生の部】
板倉　愛光（朝 日 中）
親崎　智乃（越 前 中）
山本こころ（越 前 中）
上田　昇吾（織 田 中）
山野菜那香（織 田 中）

【小学校6年生の部】
山本りんこ（朝 日 小）
清水真奈美（朝 日 小）
武藤　明花（宮 崎 小）
藏元真莉奈（城 崎 小）
二之宮唯華（萩 野 小）

優秀作品は、各図書館で次の期間巡回展示します。

展示期間
平成29年12月 2 日（土）～ 12日（火）　織 田 分 館
平成29年12月16日（土）～ 26日（火）　町立図書館
平成30年 1 月 6 日（土）～ 16日（火）　宮 崎 分 館
平成30年 1 月20日（土）～ 30日（火）　越 前 分 館

町立図書館で所蔵していた雑誌などを無償提供します。
期　　間 12月9日（土）～ 24日（日）
 ※9日のみ午後1時から
場　　所 町立図書館カウンター前
提供雑誌 平成27年4月号～平成28年3月号の
 オレンジページ、クーヨンなど

無料古本市のご案内



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 あくまでも予感ですよと内視鏡	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 20平成29年12月号広報 えちぜん21 平成29年12月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 12月12日（火） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 12月13日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 12月19日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 12月12日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 12月 5 日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 12月25日（月） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
11
月
15
日
現
在
）

（
11
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（11月1日現在）

　
10
月
10
日
、
あ
さ
が
お
保
育
園
で
行
わ
れ
た
餅
つ

き
の
後
、
園
児
た
ち
が
つ
い
た
お
餅
は
す
ぐ
に
、
先

生
が
き
な
こ
餅
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
き
な
こ
餅
は
、
ほ
ん
の
り
温
か
く
、
そ
し
て
や
わ

ら
か
く
、
口
か
ら
伸
び
る
お
餅
を
み
ん
な
で
見
せ
合

い
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
で
き
た
て
の
き
な
こ
餅
が
と
て
も

気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
先
生
が
「
お
か
わ
り
ほ
し
い

人
」
と
聞
く
と
、
み
ん
な
一
斉
に
手
を
挙
げ
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。
一
番
多
い
子
は
、
10
個
以

上
食
べ
た
そ
う
で
す
。
取
材
の
際
に
、
私
も
ご
相
伴

に
あ
ず
か
り
、
一
足
早
い
お
正
月
気
分
を
一
緒
に
味

合
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

人　口	 22,079人

　男	 10,698人
　女	 11,381人
世帯数	 7,281戸

（前月より17人増）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

岩　

開 

平
井　
　

泉
さ
ん
（
90
歳
）

佐
々
生 

宮
川
す
ゑ
の
さ
ん
（

108
歳
）

小
曽
原 

龍
勝　

良
文
さ
ん
（
67
歳
）

小
曽
原 

木
原
ふ
さ
乃
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波 

向
當
は
つ
い
さ
ん
（
99
歳
）

樫　

津 

山
﨑　
　

正
さ
ん
（
85
歳
）

八　

田 

髙
原　

富
子
さ
ん
（
93
歳
）

梅　

浦 

濵　
　

卓
馬
さ
ん
（
86
歳
）

小　

樟 

宮
下　

一
枝
さ
ん
（
89
歳
）

　

厨 

岩
瀬　

高
義
さ
ん
（
87
歳
）

　

東 

嵐　
　

貞
江
さ
ん
（
82
歳
）

杉
の
花 

山
下　

昭
彦
さ
ん
（
73
歳
）

平　

等 

上
田
コ
ス
ヱ
さ
ん
（
97
歳
）

上
山
中 

林　

や
す
い
さ
ん
（
86
歳
）

岩　

倉 

佐
々
木
政
儌
さ
ん
（
92
歳
）

東
内
郡 

岩い
わ

田た　

な
な
（
光
平
、
女
）

栃　

川 

木き
の

下し
た

ミ
マ
ル
（
成
路
、
女
）

天　

王 

三み

田た

村む
ら　

楓
か
え
で（

勇
、
女
）

下
糸
生 

野の

村む
ら　

侑ゆ

遠の

（
優
典
、
女
）

古　

屋 

水み
ず

上か
み　

竣し
ゅ
ん
す
け介

（
幸
男
、
男
）

江　

波 

西に
し　

　

諒り
ょ
う
ま真

（
功
雄
、
男
）

樫　

津 

ウ
エ
ノ　

フ
ラ
ウ
ジ
ノ
・
ミ
レ
ナ　

ユ
ミ 

 

（
フ
ラ
ウ
ジ
ノ　

ル
イ
ス
、
女
）

　

厨 

矢や

部べ　

心み

結ゆ

（
知
幸
、
女
）

米　

ノ 

西に
し

ヶが

花は
な　

湊
み
な
と（

力
也
、
女
）

高　

橋 

葊ひ
ろ

比べ　

湊み
な

斗と

（
靖
大
、
男
）

打　

越 

谷た
に

口ぐ
ち　

二に

希き

（
晃
利
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
54

―
日
本
遺
産 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51−0101

12月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　　毎日5分間放送中！

冬の対策は万全に
【放送中～12月8日㈮】

第43回水仙まつり
【12月9日㈯～12月31日㈰】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「特別番組　第18回全日本中学生都道府県
 対抗11人制　ホッケー選手権」

【12月24日㈰・26日㈫・28日㈭】

■ 「丹南ふれあい百景　おたっしゃ珍道中」
越前古窯博物館に行ってこよう！！ の巻

【12月16日㈯～12月22日㈮】

学芸員 M

Ｅ子

学
Ｍ 
こ
ん
に
ち
は
。ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。ま
た
、学
Ｍ
さ
ん
の
ご
案
内
に
な
る
の

で
す
ね
。

学
Ｍ 

は
い
。
前
回
ま
で
は
、
織
田
文
化
歴
史
館
で
11
月
下

旬
ま
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
企
画
展
覧
会「
異
人
探

究　
泰
澄
十
一
の
疑
問
」を
学
Ｈ
が
案
内
し
ま
し
た
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
来

館
頂
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

さ
て
、今
回
か
ら
、ま
た
日
本
六
古
窯
と
越
前
焼
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

Ｅ
子 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
説
明
が
遅
く
な
り
ま
し

た
が
、
私
た
ち
は
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
に
い

ま
す
。

 

こ
こ
で
は
、12
月
10
日
㈰
ま
で
、日
本
遺
産
認
定
特
別

企
画
展
と
し
て
、「
六
古
窯
の
”原
点
と
未
来
展
“」

を
開
催
し
て
い
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

は
い
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
六
古
窯
の「
原
点
」
と
し

て
平
安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
資
料

を
、「
未
来
」
と
し
て
六
古
窯
の
新
た
な
可
能
性
を
秘

め
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

越
前
・
瀬
戸
・
常
滑
・
信
楽
・
備
前
・
丹
波
の
六
産
地

の
焼
物
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
ね
。貴
重
な
機
会
で
す
ね
。来
て
よ
か
っ

た
！

学
Ｍ 

い
ず
れ
の
資
料
も
、
各
産
地
を
代
表
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
今
回
は
町
教
育
委
員
会
の

所
蔵
品
3
点
に
つ
い
て
、見
ど
こ
ろ
を
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
は
、越
前
焼
三
筋
壺
か
ら
で
す
が
、こ
ち
ら
の
説

明
は
も
う
良
い
で
す
ね
？

Ｅ
子 

は
い
。こ
の
資
料
は
、織
田
文
化
歴
史
館
で
何
度
も
拝

見
し
ま
し
た
。
平
安
時
代
末
期
に
製
作
さ
れ
た
高
級

な
骨
壺
で
、
越
前
焼
の
ル
ー
ツ
が
東
海
諸
窯
に
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

そ
の
と
お
り
で
す
。で
は
、こ
ち
ら
の
壺
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ｅ
子 

室
町
時
代
の「
越
前
焼
壺
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

た
だ
の
壺
に
見
え
る
の
で
す
が
…

学
Ｍ 

壺
の
肩
の
あ
た
り
に
何
が
見
え
ま
す
か
？

Ｅ
子 

笠
の
よ
う
な
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

学
Ｍ 

こ
れ
は「
窯か

ま

印じ
る
し」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、製
作
者
を
示

す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
劔
神
社
所
蔵
の
古

文
書
に
見
ら
れ
る
百
姓
の
サ
イ
ン
と
、
壺
や
甕
に
施

さ
れ
る
窯
印
の
形
状
が
近
似
し
て
お
り
、
製
作
者
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｅ
子 

こ
の
よ
う
な
古
い
壺
を
作
っ
た
人
の
名
前
が
分
か
る

の
で
す
か
。す
ご
い
資
料
で
す
ね
。

学
Ｍ 

厳
密
に
は
、
古
文
書
と
壺
の
時
期
が
違
う
た
め
に
製

作
者
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、

平
等
村
の
工
房
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

次
は
、こ
の
擂す

り

鉢ば
ち

を
見
て
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

こ
れ
は
、
我
が
家
に
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。魚
を
す
り
身
に
し
た
り
、ゴ
マ
を
つ
ぶ
し
た
り
す

る
も
の
で
す
ね
。

学
Ｍ 

現
在
と
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
、
室
町
時
代
後

期（
戦
国
時
代
）の
擂
鉢
で
す
。

Ｅ
子 
こ
れ
も
貴
重
な
も
の
な
の
で
す
か
？

学
Ｍ 

こ
の
資
料
が
特
段
重
要
と
言
う
よ
り
も
、
当
時
の
生

産
体
制
を
示
す
象
徴
と
し
て
展
示
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？

学
Ｍ 

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
全
国
で
城
下
町
建
設
が
進
み

ま
す
。そ
の
結
果
、都
市
の
人
口
が
増
大
し
、大
規
模

な
商
品
需
要
が
産
ま
れ
ま
す
。つ
ま
り
、物
が
不
足
す

る
の
で
す
。

 

そ
こ
で
、
越
前
窯
で
も
商
品
を
大
量
生
産
で
き
る
よ

う
窯
の
規
模
を
大
き
く
し
、
一
度
に
生
産
で
き
る
商

品
の
数
を
増
や
し
ま
す
。こ
の
背
景
に
は
、窯
体
構
造

や
製
品
の
形
状
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
革
新
を
果
た
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

 

当
時
、
1
回
の
焼
成
で
１
２
０
０
個
以
上
の
擂
鉢
が

生
産
さ
れ
ま
し
た
。ま
さ
に
、こ
の
擂
鉢
は
戦
国
時
代

に
お
け
る
大
量
生
産
体
制
を
象
徴
す
る
の
で
す
。

Ｅ
子 

説
明
を
聞
く
と
、資
料
の
重
要
性
が
分
か
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

「
六
古
窯
の
”原
点
と
未
来
展
“」で
は
、他
の
産
地
の

逸
品
を
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

ぜ
ひ
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
の
「
良
か
っ
た
記
事
・
良
く

な
か
っ
た
記
事
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
広
報
え
ち
ぜ

ん
11
月
号
の
表
紙
が
良
か
っ
た
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
く

と
、
撮
影
と
写
真
の
選
定
に
時
間
を
か
け
た
甲
斐
が

あ
っ
た
な
と
思
え
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
表
紙
の
写
真
の
人
気
投
票
を
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
、
そ
う
い
う
企

画
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
広
報
は
、
ま
だ
ま
だ
ア
イ
デ
ア
次
第
で
お
も
し
ろ
い

こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ
と
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
え
ち
ぜ
ん
11
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

「
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
中
で
、
田
中

蒼
琉
さ
ん
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。



がけ（急傾斜地）

特別警
戒区域

警戒
区域

砂
防
え
ん
堤

山
の
守
護
神
！

　

近
年
、
全
国
で
は
過
去
に
例
の
な

い
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発

生
し
、
尊
い
生
命
や
財
産
が
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
10
月
に
発
生
し
た
台
風
21
号
で
は
、

町
内
で
も
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
「
砂
防
」
と
は
、
山
の
土
砂
が
く
ず

れ
た
り
、
そ
れ
が
一
度
に
た
く
さ
ん

流
れ
出
す
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
で
、
土

砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
を

守
り
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
行

わ
れ
て
い
る
事
業
で
す
。

　
越
前
町
天
王
地
係

を
下
流
す
る
土
石
流

危
険
区
域
。
平
成
16

年
の
福
井
豪
雨
の
際

に
は
、
こ
の
渓
流
が

浸
食
し
、
土
砂
が
流

出
し
ま
し
た
。

昨
年
完
成
し
た

2
号
え
ん
堤

　

工
事
に
使
用
す
る
道
具
や

資
材
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

詳
し
く
説
明
を

聞
き
ま
し
た　

わ
た
し
た
ち
の
命
や

財
産
を
守
っ
て
く
れ
る

「
え
ん
堤
」
が
、
は
や
く

完
成
す
る
と
い
い
な
。

見
学
終
了

　

完
成
す
る
と
2
号
え
ん
堤

よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
ダ
ム

に
な
り
ま
す
。

現
在
建
設
中
の

1
号
え
ん
堤

　

10
月
17
日
、
砂
防
え
ん
堤
工
事
の
見

学
会
が
天
王
地
係
で
開
か
れ
、
朝
日
小

学
校
の
４
年
生
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

見
学
場
所 

八
坂
川

　
「
砂
防
え
ん
堤
」
と
は
、土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
造
ら
れ
る
ダ
ム
の
こ
と
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
険
し
く
荒
れ
た
山
に
一
度
に
た
く
さ
ん
の
雨
が
降
っ
た
場
合
、
溜
ま
っ
て
い
た

土
砂
が
一
気
に
崩
れ
、
大
量
の
土
砂
や
岩
石
、
流
木
な
ど
が
土
石
流
と
な
っ
て
押
し
流
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
土
石
流
に
対
し
て
活
躍
し
て
い
る
の
が
、「
砂
防
え
ん
堤
」
で
す
。

「
砂
防
」っ
て
何
？

「
砂
防
え
ん
堤
」っ
て
ど
ん
な
も
の
？

暮らしを守るいろいろな砂防の仕事

砂防えん堤の機能 ～満砂からも効果を発揮～
●上流から流出してくる土砂を貯める効果

●土砂が堆積してからの砂防えん堤の効果　～満砂してからの効果～

土石流対策

河道浸食防止

流出土砂抑制・調整

渓床堆積物流出防止

山脚固定

上流からの土石流
を砂防えん堤でく
い止め、下流への
土砂流出を軽減し
ます。

土砂が貯まり、勾
配が緩くなること
で水の流れが遅く
なり、川底が削ら
れるのを防ぎます。

砂防えん堤が満砂
になるまで土砂を
貯めます。

貯まった土砂は、少しずつ流さ
れて、次の大洪水の時の土砂を
止める空間になります。

大洪水により土砂が一気にでたとき、川底が緩
やかになっているため、水の流れが遅くなり、
土砂が堆積し、下流への土砂流出を軽減します。

川底に溜まってい
る不安定な土砂の
流出を防ぎます。

土砂が貯まり、
川 底 が 上 が る
ことにより、山
腹 を お さ え 崩
壊を防ぎます。

火山砂防事業
火山地域に砂防設備
を整備し、土石流か
ら暮らしを守ります。

雪崩対策事業
雪崩発生のおそれがある
場所に予防柵や防護柵を
設置し、雪崩災害から暮
らしを守ります。

地すべり対策事業
地すべりの誘因となる地下水の排除や、
地すべりの活動をくい止める抑止工を整備
し、地すべり災害から暮らしを守ります。

ソフト対策事業
土砂災害の恐れのある箇所
で、警戒避難体制の整備や建
築物の構造規制、宅地造成な
どの開発行為を許可制とする
などの土砂災害警戒区域等の
指定を行い、土砂災害から住
民の生命、財産を守ります。

急傾斜地崩壊対策事業
落石を止める擁壁や斜面崩壊を防ぐ法面工を
整備し、がけ崩れ災害から暮らしを守ります。

ソフト対策事業
土砂災害発生のおそれが高まった時に、警戒避難を呼びかけるため
の情報システムなどを整備し、地域住民の避難活動を支援します。

通常砂防事業
砂防設備を整備し、
土石流から暮らし
を守ります。

▲位置図

問
合
せ
先

　
建
設
課　
☎
３
４‒

８
７
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砂
防
え
ん
堤
見
学
会

に
行
っ
て
き
ま
し
た

真剣にメモを
取っています

空高くのびる
クレーンに大興奮

ヘルメットを
かぶって
準備完了

みんな
興味津々

高さ 約8.5メートル
延長 約55メートル

高さ 約6メートル
延長 約31メートル

あまりの迫力に
びっくり

1

2

4

3

5

今日はありがとう
ございました
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おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～

　はぎの保育園は、豊かな自然の恵みに囲まれた環境で、
定員100人、職員28人が子どもの自立を目指し、自由な
雰囲気で保育に取り組んでいます。
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

第8回のおでこま♪は、先月オープンした
『越前古窯博物館』の紹介をします♡

act.8 越前古窯博物館

保育目標として

～はぎの保育園～No.8
すくすく通信

◦自分で考え工夫し、やりぬこうとする子ども

◦友だちを認め、共に心を通わせながら遊べる子ども

◦感情豊かで、共に感動し育ち合う子ども

を掲げ、基本的な日々の生活を大切にし、丁寧な繰り返しの中で
小さな成長を保護者と共に大きく喜べる保育園です。

平成26年には、未満児棟を増築し、乳児保育の環境を整備しました。

また、縦割り保育を24年
前から取り入れており、
異年齢の関わりが生活の
様々な場面でみられます。

越前焼研究の第一人者で、越前焼の名づけ親の一人である水野
九右衛門さんの住宅を移築し、越前焼の貴重な資料で国の
有形文化財の『水野コレクション』を展示しています。
その他に、天心堂と天心庵という茶室があります。

越前古窯博物館って？

なんと、九右衛門さんの住宅の和室や茶室は、わたし
たちも利用できちゃいます。わたしも着物を着てお茶
を立ててみたい♡

わたしたちも利用できるの？

天井や茶室の扉が、カゴ網のようになっているなど
細部までこだわっています。天心堂の天井の電機も
ステキで、ホントにオシャレでウットリ♡

どんなところ？

施設の入館料や使用料は、広報えちぜん10月号、
またはホームページで、ご確認ください。


